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1･緒言
阪大強磁場は最近.より広 く内外の研究者に利用されるようになり､数多くの研究成
果が得 られつつある.太稿ではこれらの中か ら科学研究費 ｢金属間化合物の基礎磁性
｣にふさわ しい研究課題をまとめて報告する.登場する物質は希土類､およびウラン
化合物であるが､これを3課題にわけ､ (1)Gd88､SJ386におけるdisorderedstate












とい う形になるはずである･ところが図-2に示すように大掛 まこれでよいものの､そ 図-1
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図 - 5 Sn86のESR･磁場は(0 01)面
収 と して確認されている.ただしドナー電子の烏合モデルにまだ若 干 不 明な点がある.
左 側 に L + (S+S)とあるのはラッセル･サンダース型岩合､つ ま り ドナーの Sが
4fの Sと結合し､更にLと烏合するというもので､右側は4fのJを 破 る 事 なくJ+ S






















































は重 フェル ミオン系を作 り始め､局在 f又は d電子は一部がバンド化 して動き出す｡








文 献 (3)M･Dateetal･･ J･Xag･Mag･Nat･ 54-57(1986)627

















M agn eticF.eld (lくOLl)
図-12 URu2Si2の磁化曲線
